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レ
ベ
ル
に
応
じ
た
授
業 

石
橋
　
以
前
か
ら
学
内
で
は
英
語
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
テ
ス
ト
を
導
入
し
よ
う
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。２
０
０
０
年
、新
設

さ
れ
た
文
化
創
造
学
部
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

導
入
を
き
っ
か
け
に
、２
０
０
１
年
度
よ
り

全
学
的
に
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

中
郷
　
学
生
の
英
語
の
レ
ベ
ル
は
一
様
で

な
い
た
め
、以
前
は
教
え
る
側
に
も
戸
惑
い

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ

ア
に
よ
る
到
達
度
別
ク
ラ
ス
編
成
を
導
入

し
て
か
ら
は
、レ
ベ
ル
に
応
じ
た
授
業
が
で

き
る
の
で
、教
員
に
も
学
生
に
も
好
評
で
す
。 

樗
木
　
今
年
か
ら
は
全
学
部
、入
学
時
に

新
入
生
全
員
が
受
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
学
部
生
・
大
学
院
生
は
年
に
２
回
ま
で
、

大
学
が
費
用
を
負
担
し
、無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。 

中
郷
　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
大
学
１
年
生
に
は

難
し
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、ど
う

せ
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
早
い

方
が
い
い
。
受
け
る
こ
と
で
、勉
強
し
な
け

れ
ば
と
い
う
意
識
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。 

石
橋
　
入
学
時
の
英
語
能
力
は
問
わ
ず
、

「
意
欲
を
引
き
出
し
、意
欲
に
応
え
る
英

語
教
育
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
高
校
の

英
語
教
育
で
文
法
、訳
読
に
苦
し
ん
だ
と

い
う
学
生
で
も
、た
と
え
ば
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
英

語
の
面
白
さ
を
実
感
で
き
、自
発
的
に
英

語
学
習
に
取
り
組
む
動
機
付
け
が
生
ま

れ
る
。そ
う
い
う
こ
と
ま
で
考
え
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

中
郷
　
他
学
部
で
も
受
講
で
き
る
科
目

を
設
け
る
な
ど
、意
欲
次
第
で
多
く
の
授

業
を
選
べ
ま
す
。
ま
た
、最
上
位
レ
ベ
ル
の

学
生
向
け
の
「
上
級
英
語
セ
ミ
ナ
ー
」
を

昨
年
４
月
か
ら
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
対
策
講
座

「
Ａ
Ｓ
Ｕ
　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
」
を
今
年
４
月
か

ら
全
学
向
け
に
開
講
し
て
い
ま
す
。 

石
橋
　
学
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
施
設
で
、Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
自
主
学
習
用
ソ
フ
ト
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
、学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

樗
木
　
長
期
の
留
学
経
験
が
な
く
て
も
、

毎
日
の
予
習
復
習
を
し
っ
か
り
し
て
、ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
先
生
の
授
業
を
履
修
し
た
り
、

短
期
留
学
を
経
験
す
る
こ
と
で
、ス
コ
ア
が

飛
躍
的
に
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
ね（
右

参
照
）。 

石
橋
　
文
部
科
学
省
が
７
月
、現
職
の
中

高
の
英
語
教
員
の
実
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
３
０
点
以
上
等
を
目
標
と
す

る
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
学
が
中
京

地
区
の
中
で
も
い
ち
早
く
全
学
的
に
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、教
員
志

望
の
学
生
に
も
励
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

中
郷
　
就
職
難
の
現
在
、企
業
は
即
戦
力

を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
学
生
が
就

職
活
動
に
入
る
３
年
終
了
時
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
の
ス
コ
ア
が
就
職
に
有
利
だ
と
さ
れ
る
６

０
０
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
理
想
で
す
。３

年
に
な
っ
て
準
備
を
始
め
て
も
遅
い
ん
で
す
。 

樗
木
　
商
社
や
ホ
テ
ル
な
ど
英
語
を
使
う

部
署
で
は
、７
３
０
点
以
上
が
望
ま
れ
ま
す
。

石
橋
　
英
語
能
力
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
、

将
来
何
を
す
る
に
も
活
動
の
幅
が
広
が

り
ま
す
。
道
具
と
し
て
使
え
る
だ
け
の
十

分
な
英
語
運
用
能
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
全
学
的
導
入
に
よ
り 
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上 

左より 

文化創造学部助教授  

中郷  慶 
現代社会学部教授  

石橋千鶴子 
文学部助教授 

樗木勇作 

●英語教育の現場から● 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
全
学
の
英
語
教
育
の
共
通
目
標
と
し
て
い
る
愛
知
淑
徳
大
学
で
は
、 

今
年
か
ら
新
入
生
全
員
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
実
施
。
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
英
語
教
育
の
ク
ラ
ス
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

学
生
は
年
２
回
、無
料
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
、自
分
の
英
語
運
用
能
力
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た 

本
学
の
「
英
語
教
育
検
討
委
員
会
」
の
先
生
3
人
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

T
O
E
I
C（
ト
ー
イ
ッ
ク
）英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
幅
広
く
評
価
す
る
世
界
基
準
の
テ
ス
ト
。
10
点
か
ら
９
９
０
点
ま
で
の
５
点
刻
み
の
ス
コ
ア
で
評
価
す
る
。 

おてき 

現代社会学科２年　 
坂 祐里さん 
★320→615（295） 
●ASU TOEIC　 

英文学科３年　 
中川雅子さん 
★620→785（165）　 
●上級英語セミナー 

言語コミュニケー 
ション学科２年　 
飯島直子さん 
★680→800（120）　 
●上級英語セミナー 

多元文化専攻３年　 
岩田洋子さん 
★300→645（345）　 
●上級英語セミナー　 

高３の１年間、オーストラリアに留学
して以来、英語で日記をつけています。
無料でＴＯＥＩＣで受けられるのは自
分の英語のレベルを知るいい機会
ですね。上級英語セミナーはレベル
に合った勉強ができるのはいいので
すが、初めは辛くて。でもスコアが伸
び、勉強したかいがありました。 

中学生のときからアメリカの文化に
興味があり、高２の１年間、交換留学
生でアメリカに行きました。普段、特
に英語の勉強はしていませんが、日
課でＣＮＮやＢＢＣのニュースを聞いて
います。英語を話すのが好きなので、
外国人の友だちを作ったり、海外の
友人とＥメールを交換しています。 

初めて受けたＴＯＥＩＣは要領が分か
らず散々でした。スコアを上げるため
に英語の授業をたくさん取って、前
期にはＡＳＵ ＴＯＥＩＣも受けていました。
今も予習と宿題で１日２時間ぐらい
勉強しています。少人数のクラスな
ので、先生に質問すると親身になっ
て答えてもらえるのがいいですね。 

英語は以前から好きで、今も録音し
たラジオ講座を毎日聞いています。
でも初めて受けたＴＯＥＩＣはリスニン
グが早く、結果もショックだったので、
レベルアップしたいと思いました。
ASU ＴＯＥＩＣは宿題が多くて大変で
すが、自分で勉強しようというきっか
けになる授業だと思います。 

★ＴＯＥＩＣスコア 入学時→2002年現在（伸び）　 ●履修している英語クラス ■TOEICスコアが飛躍的に伸びた学生　　 

●
早
期
進
路
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　
長
引
く
不
況
の
影
響
で
超
氷
河
期
と

い
わ
れ
る
就
職
戦
線
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

本
学
の
平
成
13
年
度
の
就
職
内
定
率
は

９５
・
８
％
と
高
く
、４
年
制
大
学
、特
に
文

科
系
大
学
卒
業
者
の
就
職
率
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、着
実
に
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、４
、５
年
前

か
ら
開
講
し
て
い
る
各
種
資
格
取
得
対
策

講
座
や
、夏
期
及
び
春
期
休
暇
を
利
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、就
職
活
動
に
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
た
進
路
支
援
ガ
イ
ダ

ン
ス
、学
内
企
業
説
明
会
の
実
施
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、学
生
一
人
ひ
と
り
に

対
す
る
進
路
相
談
に
も
常
時
対
応
し
て

お
り
、昨
年
度
に
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
た
学
生
は
４
年
生
だ
け
で
延
べ
２

３
０
０
人
。
平
均
で
一
人
あ
た
り
２
、３
回
、

相
談
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
一
方
、職
業
観
の
多
様
化
な
ど
学
生
側

の
意
識
も
変
化
し
つ
つ
あ
り
、学
生
一
人

ひ
と
り
の
潜
在
能
力
、可
能
性
を
最
大
限

に
引
き
出
す
と
と
も
に
、現
代
社
会
へ
の

適
応
能
力
を
高
め
、社
会
的
な
自
覚
を
促

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
昨
今
、大
学
を
卒
業
し
て
も
就
職
し
な

い
学
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、低
年
次

に
お
け
る
進
路
問
題
へ
の
関
心
の
希
薄
さ

が
就
職
対
策
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
部

分
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、早
く
か
ら
進

路
に
対
す
る
学
生
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

昨
年
10
月
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

と
い
う
早
期
進
路
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。
学
生
自
身
が
自
分
の
進
路

適
性
を
見
極
め
る
た
め
の
自
己
理
解
の
体

験
学
習
や
、政
治
・
経
済
の
動
向
、給
与
・

税
金
と
い
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
知
識
、対

人
関
係
や
自
己
表
現
法
、組
織
の
な
か
で

の
対
人
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
、１
年
生
の
春
か
ら
３
年
生
の
夏
に

か
け
て
12
回
に
わ
た
り
実
施
す
る
も
の
で

す（
右
図
参
照
）。 

　
今
年
度
は
昨
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、「
進

路
に
関
し
て
の
意
識
を
ど
れ
だ
け
早
く
目

覚
め
さ
せ
る
か
」
を
課
題
と
し
て
、１
回
目

の
適
性
検
査
「
自
己
発
見
レ
ポ
ー
ト
」
を

１
年
生
の
６
月
に
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
外
向
的
、内
向
的
と
い
っ
た
自
分
の

性
格
や
、社
会
に
出
た
と
き
に
求
め
ら
れ

る
適
応
力
、ス
ト
レ
ス
耐
性
、自
己
統
制
力

な
ど
社
会
的
能
力
の
傾
向
、学
習
ス
タ
イ

ル
、基
礎
学
力
、職
種
に
対
す
る
興
味
な

ど
を
分
析
し
、社
会
や
他
の
学
生
の
な
か

で
の
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
認
識
さ
せ
ま
す
。 

　
続
い
て
２
年
生
で
は
、第
２
回
目
の
適
性

検
査
「
自
己
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
」
を
実

施
し
、進
路
選
択
に
関
わ
っ
て
く
る
自
分

の
価
値
観
や
職
業
観
、キ
ャ
リ
ア
観
な
ど

を
探
り
ま
す
。「
自
己
発
見
レ
ポ
ー
ト
」
が

自
分
自
身
の
弱
み
・
強
み
を
早
期
に
理
解

し
、自
ら
４
年
間
の
目
標
を
設
定
さ
せ
る

支
援
ツ
ー
ル
と
す
れ
ば
、「
自
己
プ
ロ
グ
レ

ス
レ
ポ
ー
ト
」
は
自
分
自
身
を
さ
ら
に
探

求
し
、ま
も
な
く
迎
え
る
具
体
的
な
進
路

選
択
の
土
台
を
築
く
た
め
の
支
援
ツ
ー
ル

と
言
え
ま
す
。 

●
就
職
活
動
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行 

　
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
及
び
こ
の
２
つ

の
適
性
検
査
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、

３
年
生
の
夏
以
降
に
実
施
さ
れ
る
「
業
界

研
究
」「
自
己
Ｐ
Ｒ
作
成
」「
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
の
作
成
」
な
ど
実
際
の
就
職
活
動
に

向
け
た
「
進
路
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」へ
ス
ム

ー
ズ
に
入
っ
て
い
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
昨
年
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、キ
ャ
リ

ア
教
育
は
２
年
生
の
み
に
実
施
さ
れ
、単

位
認
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、受

講
者
は
全
体
の
２
、３
割
程
度
で
し
た
。
し

か
し
、「
就
職
に
つ
い
て
の
流
れ
が
わ
か
っ
た
」

「
今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
進
路
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
」「
就
職
活
動
を
し
て

い
る
自
分
が
想
像
で
き
ず
に
い
た
が
、（
就

職
に
対
す
る
）緊
張
感
と『
や
ら
ね
ば
』
と

い
う
意
欲
が
持
て
た
」
な
ど
学
生
側
の
反

応
は
好
評
で
し
た
。 

　
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教

育
を
よ
り
多
く
の
学
生
に
広
げ
て
い
き
た

い
、そ
の
た
め
に
は
正
課
に
組
み
入
れ
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、一
部
の
学

科
で
は
、一
般
社
会
常
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
キ

ャ
リ
ア
教
育
と
重
な
る
授
業
を
設
け
て
い

る
の
で
、今
後
は
そ
れ
ら
を
整
理
し
、さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

進路支援レポート 
●●●●●● 愛 知 淑 徳 大 学  

2年目に入り、 
成果が上がる  

「キャリアガイダンス」 
 進路支援センター所長　犬飼昭式 

自己理解① 
「自己発見レポート」 

―適性検査― 
 
 

チャレンジスタート 
「ＰＤＣサイクル立案 

―自分らしい生き方の構築―」 
 

自己理解② 
「自己プログレスレポート」 

―適正検査― 
 

自己理解③ 
「自己を知る―自己分析」 

―体験学習― 
 

生き方 
「働く意味」 
―講演― 
 

社会・一般常識① 
「世の中の動き、政治と経済」 

―講義― 
 

コミュニケーション① 
「対人関係―チームワーク」 

―体験学習― 
 
 

自己理解④ 
「自分で選ぶ、自分で表現する」 

―体験学習― 
 

社会・一般常識② 
「労働法規、給与、税金」 

―講義― 
 

コミュニケーション② 
「組織と意思決定Ⅰ」 

―体験学習― 
 

コミュニケーション③ 
「組織と意思決定Ⅱ」 

―体験学習― 
 

「ＰＤＣ振り返りと 
新たなＰへ」 
―講義・実習― 

 
 

●キャリア教育スケジュール● 

第
1
回
　
　
　
第
2
回
　  

第
3
回
　  

第
4
回
　  

第
5
回
　  

第
6
回
　  

第
7
回
　
　    

第
8
回
　  

第
9
回
　   

第
１０
回
　   

第
１１
回  

　
第
１２
回 

1年生春 
 
 
 
 
2年生秋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3年生春 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3年生夏 
 
 

●
●
●
●
●
●
　
　
　
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
　
　
　

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

▼  

▼  

▼  

多元文化専攻 
現代社会学科 
多元文化専攻 
英文学科 
言語コミュニケーション学科 
コミュニケーション心理学科 
現代社会学科 
コミュニケーション心理学科 
多元文化専攻 
英文学科 
 
 

295 
320 
265 
220 
270 
425 
210 
355 
315 
440 
 
 

610 
595 
530 
475 
525 
670 
440 
585 
540 
660

315 
275 
265 
255 
255 
245 
230 
230 
225 
220 
 

2001年度新入生 TOEIC IPテスト 
スコアの伸び 上位10名 
学生の学科・専攻名 入学時のスコア 

（2001年４月） 
2002年2月の 
スコア 

入学後10か月 
の伸び 

2002年度新入生 TOEIC IPテスト  
受験結果 

受験者数　 最高点　    平均点 

国文学科 
英文学科 
図書館情報学科 
現代社会学科 
コミュニケーション心理学科 
ビジネスコミュニケーション学科 
言語コミュニケーション学科 
表現文化専攻 
多元文化専攻 
環境文化専攻 

147 
151 
138 
393 
182 
189 
131 
102 
93 
92

420 
600 
490 
535 
560 
570 
670 
595 
610 
470 

 

284.1 
363.8 
308.7 
296.7 
309.8 
303.5 
403.5 
310.0 
353.7 
291.0 

 


